
図表１ SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）とは 図表２ SX実現に向けた具体的な取組み

（資料）経済産業省「伊藤レポート3.0・価値協創ガイダンス2.0の概要」より三十三総研が抜粋・作成

①社会のサステナビリティを踏まえた「目指す姿」の明確化

「価値観」を明確化 「重要課題」の特定 「目指す姿」を明確化

長期戦略 実効戦略（中期経営戦略など）

②長期価値創造を実現するための戦略の構築

「KPI」の設定 「ガバナンス」の構築 「実質的対話」

③長期価値創造を実効的に推進するためのKPI・ガバナンスと、実質的な対話
を通じた更なる磨き上げ

投資家等との長期目線の対話を基に、自社固有の価値創造ストーリーを構築

「価値協創ガイダンス2.0」の活用

同期化

社会のサステナビリティ 企業のサステナビリティ

「SX」
社会のサステナビリティと企業のサステナビリティの同期化
そのために必要な経営・事業変革（トランスフォーメーション）

気候変動や人権への対応等、
社会の持続可能性の向上

社会の持続可能性に資する
長期的な価値提供

企業が長期的・持続的に成長原資
を生み出す力（稼ぐ力）の向上

SXとは経済産業省の検討会等で提唱された
概念で「サステナビリティ・トランスフォーメーション」
の略称です。2022年８月同省SX研究会の『伊藤
レポート3.0』（注１）では、SXを「企業のサステナビ
リティ（稼ぐ力）と社会のサステナビリティ（持続可
能な社会に対する要請への対応）を同期化させて
いくこと、及びそのために必要な経営・事業変革」
（図表１）と定義しました。その意味するところは、
企業が持続的かつ長期的に稼ぐ為にはサステナ
ビリティを企業経営に織り込むことが不可欠であ
る、との考え方に基づくものです。
またSXが注目される背景には、①気候変動問
題や人権問題をはじめとしたサステナビリティ課
題に対応しない企業は、取引先、投資家、消費
者などから評価を得ることが難しくなってきている
こと、②サステナビリティを含む非財務情報が中長
期的には企業の競争優位・価値の源泉となりうる
との見方が広がってきたことなどが挙げられます。
もっとも、SXの実践に向けて、具体的にどのよ

うな活動がサステナビリティに資するか、サステナ
ビリティの課題解決が企業の利益につながるかな
ど、企業側がその取り組みに積極的に踏み切れ
ない事情もあります。
PwC Japanグループ等の調査によれば、欧州

サステナビリティ先進企業と日本企業では、サステ
ナビリティに取り組む動機に大きな違いがみられま
す。日本企業はサステナビリティへの対応について
「規制があるから」「他社も取り組んでいるから」と
いった受動的な動機が多いことに対し、欧州企業
は「（非財務情報の改善に取り組むことが）将来の
財務改善につながるから」といった能動的な動機
の例が多く、その捉え方は対極にあります。PwC 

Japanはこの要因として、日本企業の中期経営計
画の多くが３年計画であることなどを背景に、サス
テナビリティに対しても短期で結果を求めてしまう
傾向を指摘しています。
この打開策として、上述の『伊藤レポート3.0』
では、企業が「投資家等との長期目線の対話を
基に、自社固有の価値創造ストーリーを構築する
こと」（図表２）を目指し、SX実践のフレームワー
クとして『価値協創ガイダンス2.0』（注２）の活用
を推奨しています。
その第一義は、サステナビリティを踏まえた

「長期的な目指す姿の明確化」です。同レポート
は、企業が自社の目指す姿を軸に、長期で経営・
事業変革を行う「長期戦略」の在り方について、
投資家等と建設的・実質的な対話を行っていく
ことを強調しています。
元来SXの「Ｘ」はTransformationの略称であ

り、change「変化」よりも強い「一変させる」という意
味が含まれています。SXが我々に問うのは、サス
テナビリティを将来の財務につなげる「長期志向」、
稼ぐ力と持続可能性を両立させる「統合志向」で
あり、「企業の在り方」そのものと言えるでしょう。

（注１）伊藤レポートは一橋大学の伊藤邦雄名誉教授が経済産業
省主催のプロジェクトにて日本企業がイノベーション創出力
を持ちつつ持続的低収益に陥っているパラドックスの解決、
収益性改善を目的として2014年に取りまとめた報告書で
あり、2022年に最新版が取りまとめられました。

（注２）価値協創ガイダンスは2017年伊藤レポート2.0公表時に、企
業と投資家の対話の内容に関する「共通言語」として策定
されたもので、価値協創ガイダンス2.0は2022年SX実現に
向けた経営の強化、効果的な情報開示や建設的・実質的
な対話を行う為のフレームワークとして改訂されました。
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SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）

皆さんは和食が好きですか？私は１か月海
外に滞在して帰国した時、白米と味噌汁があ
れば一生生きていける！と思ったぐらい、和
食が大好きです（もちろん帰国後、和洋中なん
でも食べていますが）。
ところで和食は、日本人が長寿で知られて

いることもあり、世界的にも健康的であると
考えられています。2013年には、「和食；日本
人の伝統的な食文化」として、ユネスコ無形文
化遺産に登録されたことを記憶している人も
多いのではないでしょうか。しかし残念なが
ら、世界規模で和食の有用性を示した研究は、
そう多くはありません。その理由として、和食
に使われる食品・料理が多種多様にあり特定
しづらいこと、日本特有の食材（例えば味噌汁
や漬物など）が世界規模の研究では使用できな
いことが挙げられます。そこで我々の研究グ
ループでは、伝統的な和食のような食事パ
ターン（和食パターン）を数字で表すことで、
世界各国の食事がどれだけ和食パターンに近
いのか目に見える形にし、さらに様々な疾患
との関連を解析することにしました。
伝統的な和食の基本構成は、主食であるご

飯と一汁三菜であり、三菜に当たるおかずに
は野菜、魚介類、大豆／大豆由来、卵がよく使
われています。そこで、伝統的な和食によく使
われる５つの食品（米、魚、大豆、野菜、卵）の
供給量（国全体で食料として使用できる量）が
他の国より多ければ＋１、平均的であれば０、
少なければ－１、逆に伝統的な和食ではあま
り使われない３つの食品（小麦、乳製品、赤身
肉）が他の国より多ければ－１、平均的であれ
ば０、少なければ＋１を付け、合計－８点から
８点になるようにしました。合計点が高いほ
ど、伝統的な和食により近い食事パターンと

考えられます。計算したところ、この点が高い
国（より和食パターンに近い食事の国）は、タ
イ、韓国などの東南アジア、アジア太平洋地域
の国が多く、逆に低い国は、モンゴルなど中央
アジアの国が多いことが分かりました。そし
て、日本の数値は2000年を超えたあたりから
低くなりつつあり、食の欧米化が進んでいる
ことも分かりました。
さらに我々は、この和食パターンの数字と

様々な疾患との関連を世界130か国以上のデー
タを使って解析したところ、和食パターンに
近い国ほど肥満率および虚血性心疾患発症率
が低く健康寿命が長いこと１）、乳癌発症率お
よび死亡率が近年になるにつれ低くなってき
ていること２）、自殺率が低くなること３）、全死
亡率、心疾患死亡率、全がん死亡率が低くなる
こと４）を明らかにしました。これらの研究は
国のデータを使用していますので、個々人に
当てはまるとは言い切れませんが、世界規模
で和食パターンが長寿につながることを示し
ています。世界各国で日常的に和食を食べる
ことは困難ですが、魚、野菜などのより望まし
い食品を多く食べ、赤身肉などのあまり望ま
しくない食品を減らしていくことは可能だと
提言しました。皆さんもぜひ、和食パターンに
近い食事を心がけてみてください！

１）Imai T, et al. （2019）. J Nutr Health Aging. 23（8）:717-724.
２）Abe C, et al. （2021）. Eur J Clin Nutr., 75（6）:929-936.
３）Sanada M, et al. （2021）. J Affect Disord., 294:382-390. 
４）Abe C, et al. （2022）. J Am Nutr Assoc. 
doi: 10.1080/27697061.2022.2130472.　　
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